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新
年
度
の
第
２
回
支
部
執
行
委
員
会
は
11
月
19
日
、
10
人
の
出

席
で
行
い
、
以
下
の
と
お
り
報
告
・
討
議
し
ま
し
た
。

１
．
職
場
の
こ
と
、
仲
間
の
こ
と
（
自
己
紹
介
も
か
ね
て
）

○
京
都
事
業
団
：
会
館
外
の
駐
車
場
で
、
無
断
駐
車
が
相
次
ぐ
。

周
辺
企
業
の
従
業
員
が
原
因
。
一
時
的
な
利
用
で
は
書
置
き
を
。

○
ソ
ー
シ
ャ
ル
京
都
事
業
所
：
年
末
年
始
は
買
物
や
食
事
補
助
な

ど
利
用
増
。
元
日
含
め
て
業
務
が
続
く
。

２
．
こ
の
間
の
取
り
組
み
の
振
り
返
り

①
街
頭
宣
伝
活
動

○
11
月
20
日
、
建
交
労
府
本
部
・
組
織
拡
大
宣
伝
。
近
鉄
十
条

駅
と
大
久
保
駅
。

○
11
月
21
日
、
京
都
総
評
・
最
賃
改
定
発
効
宣
伝
。
上
鳥
羽
駅
。

○
12
月
11
日
、
京
都
総
評
・
組
織
拡
大
宣
伝
。
上
鳥
羽
口
駅
。

②
建
交
労
全
国
部
会
・
全
国
代
表
者
会
議
、
全
国
雇
用
福
祉
事
業

団
協
議
会
・
設
立
総
会
。
11
月
21
～
22
日
、
伊
丹
市
。

③
第
62
回
事
業
団
高
齢
者
介
護
ヘ
ル
パ
ー
運
動
交
流
集
会

○
11
月
22
～
23
日
、
伊
丹
市
・
伊
丹
ス
ワ
ン
ホ
ー
ル
。

○
分
科
会
は
、
組
合
活
動
、
生
活
困
窮
者
問
題
、
事
業
団
運
営
。

④
南
地
区
労
・
定
期
大
会
。
12
月
11
日
、
京
都
テ
ル
サ
。

⑤
民
主
府
政
の
会
南
区
連
絡
会

○
12
月
16
日
㈫
に
、
南
区
連
絡
会
の
学
習
決
起
集
会
。

３
．
新
春
旗
び
ら
き

①
当
日
の
内
容
と
時
間
割
の
確
認

②
参
加
の
呼
び
か
け

〇
チ
ラ
シ
の
全
組
合
員
配
布
。

〇
各
執
行
委
員
が
周
り
の
組
合

員
に
対
し
て
、
参
加
の
声
掛

け
な
ど
の
お
願
い
。

４
．
今
後
の
取
り
組
み

①
建
交
労
中
央
「
春
闘
ア
ン
ケ
ー

ト
」
支
部
「
職
場
ア
ン
ケ
ー
ト
」

〇
回
収
状
況
の
報
告
。

〇
集
約
は
1
月
に
行
う
。

②
確
定
申
告
相
談
会
の
段
取
り

〇
南
区
生
健
会
に
依
頼
。

〇
２
月
25
日
午
後
の
開
催
。

③
南
区
革
新
懇
・
総
会

④
南
地
区
労
の
諸
行
事

〇
旗
び
ら
き
、
１
月
16
日
。

⑤
地
域
の
諸
行
事

〇
東
吉
祥
院
公
園
廃
止
取
消
訴

訟
（
旧
塔
南
高
校
跡
地
の
中

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
）

１
月
13
日
に
京
都
地
裁
で
証

人
尋
問
。
裁
判
傍
聴
を
。

生活のために働きたい高齢者を結集しよう ！ ( ２ )

「アンケート」へのご協力のお願い
先月に同封しました「事業団で働くみんなの

アンケート」「職場アンケート」は、もうお

済みでしょうか。まだの方は、ぜひお書きい

ただいて、今月中にご返信くださいますよう、

お願い申し上げます。



建
交
労
京
都
支
部
の
組
合
員
の
み
な
さ

ん
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

昨
年
は
夏
の
猛
暑
、
生
活
イ
ン
フ
ラ
の

老
朽
化
に
伴
う
事
故
、
熊
被
害
が
多
発
し

た
１
年
で
し
た
。
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
へ
の
戦
争
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
、

ガ
ザ
住
民
へ
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ト
、
米
中
の

対
立
な
ど
続
き
、
停
戦
へ
世
界
が
働
き
か

け
を
強
め
て
い
ま
す
が
合
意
に
は
至
っ
て

い
ま
せ
ん
。
政
府
は
安
全
保
障
の
緊
張
し

た
事
態
を
理
由
に
、
軍
事
費
の
さ
ら
な
る

増
額
と
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
な
ど
、

危
険
な
軍
備
拡
大
の
道
に
進
ん
で
い
ま
す
。

政
治
、
経
済
、
く
ら
し
で
は
、
円
安
に

よ
る
物
価
高
騰
が
続
き
、
一
定
の
賃
上
げ

を
獲
得
す
る
も
物
価
高
で
成
果
を
失
い
、

社
会
保
障
の
負
担
増
で
生
活
苦
が
進
行
し

て
い
ま
す
。

昨
年
10
月
に
発
足
し
た
自
民
・
維
新
連

立
の
高
市
政
権
は
、
円
安
是
正
、
物
価
高

騰
対
策
を
う
た
い
、
積
極
財
政
を
掲
げ
て

い
ま
す
。
２
０
２
６
年
度
予
算
１
２
２
兆

円
。
特
徴
は
軍
事
費
、
先
端
技
術
、
戦
略

産
業
で
、
一
方
で
社
会
保
障
、
教
育
、
生

活
支
援
は
抑
制
さ
れ
て
い
ま
す
。
財
源
は

手
立
て
が
乏
し
く
赤
字
国
債
に
頼
り
、
国

債
の
増
発
に
よ
る
放
漫
財
政
は
経
済
の
不

安
定
化
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

世
界
で
も
日
本
で
も
、
軍
事
対
軍
事
、

外
国
人
の
排
斥
、
現
役
世
代
と
高
齢
者
を

対
立
さ
せ
る
政
治
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
年
は
こ
う
し
た
政
治
、
経
済
の
状

況
を
転
換
す
る
年
に
、
国
際
法
の
順
守
、

気
候
危
機
の
打
開
、
格
差
是
正
な
ど
、
共

同
し
て
平
和
の
構
築
、
経
済
と
く
ら
し
の

向
上
で
前
進
に
転
ず
る
年
と
な
る
よ
う
に

力
を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

最
後
に
、
組
合
員
の
み
な
さ
ん
と
ご
家

族
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
、
よ
き
一
年
に

な
り
ま
す
よ
う
に
祈
念
し
て
新
年
の
あ
い

さ
つ
と
し
ま
す
。

高齢者差別の後期高齢者医療制度の廃止！( ３ )

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

建
交
労
京
都
支
部
執
行
委
員
長

松

永

雅

明



北

口

京

子

さ
ん

誕
生
日

昭
和
17
年
10
月
23
日

所

属

ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ
ス
協
会

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

現

場

清
掃
事
業
部

私
は
平
成
23
年
に
主
人
を
亡
く
し
、
69

歳
で
仕
事
を
探
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、

近
所
の
方
か
ら
「
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
で
誰

か
働
い
て
く
れ
る
人
が
い
な
い
か
な
」
と

聞
い
た
の
で
、
す
ぐ
に
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

に
行
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
木
村
さ
ん
と
鈴

木
さ
ん
に
面
接
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
時

に
「
色
々
な
仕
事
が
あ
る
が
、
そ
れ
で
も

大
丈
夫
か
」
と
聞
か
れ
、
「
た
ぶ
ん
出
来

る
と
思
い
ま
す
」
と
言
い
ま
し
た
。
そ
し

た
ら
「
次
、
何
日
か
ら
来
て
く
だ
さ
い
」

と
言
わ
れ
、
行
き
ま
し
た
。
そ
し
て
草
刈

り
や
家
財
道
具
の
処
分
、
鴨
川
の
清
掃
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
作
業
を
を
行
い
ま
し
た
。

現
在
は
ほ
と
ん
ど
鴨
川
の
清
掃
に
行
っ
て

い
ま
す
。

令
和
７
年
の
夏
は
猛
暑
が
続
き
、
自
身

は
夏
に
強
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
仕

事
の
最
中
に
南
大
橋
（
油
小
路
）
の
下
あ

た
り
で
、
息
が
し
に
く
く
胸
が
む
か
つ
き
、

歩
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
内
山
さ
ん

が
事
務
所
に
電
話
を
し
て
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
す
ぐ
に
事
務
所
の
人
が
心
配
し
て

き
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
自
宅
ま
で
送
っ

て
く
だ
さ
り
、
帰
っ
て
し
ば
ら
く
し
て
か

ら
身
体
は
元
に
戻
り
、
何
事
も
な
く
元
気

に
過
ご
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
夏
場
、
こ
の
よ
う
な
症
状

が
お
こ
る
か
と
思
う
と
、
皆
様
に
ご
迷
惑

を
か
け
て
し
ま
い
、
申
し
訳
な
い
と
思
い

ま
し
た
。
そ
し
て
83
歳
で
、
年
齢
も
こ
こ

ま
で
が
限
界
と
思
い
、
辞
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
事
務
所
に
お
伝
え
し
ま
し
た
。

山

内

勇

さ
ん

誕
生
日

昭
和
17
年
５
月
14
日

所

属

京
都
高
齢
者
福
祉
事
業
団

現

場

ネ
オ
コ
ー
ポ
西
大
路

高
齢
者
事
業
団
に
お
世
話
に
な
り
、
今

年
で
19
年
で
す
。
ネ
オ
コ
ー
ポ
西
大
路
の

管
理
人
と
し
て
、
今
年
で
18
年
目
に
な
り

ま
す
。
管
理
人
の
業
務
は
２
人
体
制
で
、

今
も
同
僚
の
仲
山
さ
ん
で
６
人
目
で
す
。

最
初
の
こ
ろ
、
当
マ
ン
シ
ョ
ン
の
理
事

長
よ
り
よ
く
怒
ら
れ
ま
し
た
。
管
理
人
の

仕
事
は
初
め
て
の
こ
と
で
、
続
け
ら
れ
る

か
不
安
で
し
た
。
最
初
は
入
居
者
の
顔
と

名
前
を
覚
え
る
こ
と
か
ら
始
め
、
仕
事
の

手
順
は
必
ず
メ
モ
を
し
て
、
頭
で
覚
え
る

の
で
は
な
く
、
身
体
に
叩
き
込
む
こ
と
で
、

１
年
位
で
少
し
余
裕
が
で
き
て
き
ま
し
た
。

当
マ
ン
シ
ョ
ン
も
築
45
年
が
過
ぎ
、
高

齢
化
が
進
み
、
毎
日
、
介
護
の
ヘ
ル
パ
ー

さ
ん
が
頻
繁
に
出
入
り
し
て
い
ま
す
。

当
マ
ン
シ
ョ
ン
は
人
気
が
あ
り
、
売
り

に
出
た
ら
す
ぐ
に
売
れ
ま
す
が
、
次
に
入

高齢者・ 失業者の就労の場拡大強化と事業団運動の前進を！ ( ４ )

午
年
生
ま
れ
の
仲
間
か
ら
ひ
と
こ
と

近
況
や
今
年
の
抱
負
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
（
掲
載
は
五
十
音
順
）



居
さ
れ
る
方
も
高
齢
の
方
が
多
く
、
組
合

の
役
員
さ
ん
と
「
次
は
若
い
人
に
入
っ
て

ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
が
、
思
う
よ

う
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

目
の
前
が
イ
オ
ン
洛
南
、
近
く
に
病
院
、

交
通
の
便
も
よ
く
、
幼
稚
園
、
小
学
校
、

中
学
校
と
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

今
一
番
、
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、

今
年
の
秋
に
予
定
さ
れ
て
い
る
エ
レ
ベ
ー

タ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
で
す
。
７
階
建

の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
、
車
椅
子
の
方
、
高
齢

者
が
多
く
、
階
段
の
上
り
下
り
な
ど
の
移

動
の
仕
方
に
つ
い
て
、
こ
れ
か
ら
検
討
さ

れ
る
と
の
こ
と
で
す
。
工
事
期
間
は
７
～

10
月
と
聞
い
て
い
ま
す
。
そ
の
間
、
エ
レ

ベ
ー
タ
は
止
ま
り
ま
す
。
管
理
組
合
の
役

員
さ
ん
や
住
民
の
方
と
の
関
係
は
良
好
で
、

仕
事
も
や
り
や
す
く
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

私
は
地
元
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
４
つ
の

団
体
に
属
し
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
１
つ

の
団
体
を
や
め
て
、
少
し
楽
に
な
り
ま
し

た
が
、
ま
だ
３
つ
の
団
体
に
属
し
て
い
て
、

少
し
で
も
お
役
に
立
て
る
間
は
活
動
す
る

つ
も
り
で
す
。

守ろう ９ 条！ 生かそう 憲法!! なく そう 貧困! ! !( ５ )

午年のできごと
2014年(平成26年/甲午）12年前

集団的自衛権容認の憲法解釈変更

消費税率５％を８％に引き上げ

2002年（平成14年/壬午）24年前

小泉純一郎首相が北朝鮮を訪問

小・中学校で「ゆとり教育」開始

1990年（平成２年/庚午）36年前

バブル経済の崩壊が本格化

東西ドイツ統一が実現

1978年（昭和53年/戊午）48年前

日中の国交回復、鄧小平が来日

成田国際空港が開港

1966年（昭和41年/丙午）60年前

日本経済が高度成長期に入る

中国で文化大革命が始まる

1954年（昭和29年/甲午）72年前

第五福竜丸事件、ビキニ水爆実験

保安隊が改組され、自衛隊が発足

1942年（昭和17年/壬午）84年前

日本軍、英領シンガポールを占領

日本初空襲、ミッドウェー海戦

１月のまちがいさがし ２つの絵で違いが７ヵ所あります。

絵 馬 （答えは８ページ）



２
月
１
日
㈰

初
午
大
祭
／
伏
見
稲
荷
大
社

湯
立
神
事
／
石
清
水
八
幡
宮

２
月
２
日
㈪

節
分
祭
／
吉
田
神
社
ほ
か

２
月
４
日
㈬

嵐
電
日
本
酒
ほ
ろ
よ
い
電
車
旅
／
四
条
大
宮
駅

筍

祭
／
篠
田
神
社
（
綾
部
市
篠
田
町
）

た
け
の
こ
ま
つ
り

し

の

だ

２
月
６
日
㈮

早
春
の
草
花
展
／
京
都
府
立
植
物
園

２
月
７
日
㈯

初
午
大
根
焚
き
／
三
千
院
（
左
京
区
大
原
）

２
月
８
日
㈰

針
供
養
／
虚
空
蔵
法
輪
寺
（
嵐
山
公
園
）

阿
含
の
星
ま
つ
り
／
阿
含
宗
総
本
殿
（
山
科
）

２
月
11
日
㈬

甘
酒
祭
／
梅
宮
大
社
（
右
京
区
梅
津
）

美
山
雪
ま
つ
り
／
南
丹
市
美
山
町
自
然
文
化
村

２
月
14
日
㈯

梅
ま
つ
り
／
梅
小
路
公
園

２
月
15
日
㈰

京
都
マ
ラ
ソ
ン
／
西
京
極
総
合
運
動
公
園

京
料
理
展
示
大
会
／
京
の
食
文
化
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

涅
槃
会
／
知
恩
院
御
影
堂
（
東
山
区
）

ね

は

ん

え

２
月
18
日
㈬

し
だ
れ
梅
と
椿
ま
つ
り
／
城
南
宮

綾
部
厄
除
大
祭
／
厄
除
神
社
（
綾
部
市
上
野
町
）

２
月
22
日
㈰

京
の
甘
い
も
ん
市
／
み
や
こ
め
っ
せ

２
月
25
日
㈬

梅
花
祭
／
北
野
天
満
宮

如
月
の
あ
れ
こ
れ

＝

利
き
酒
競
技＝

き
さ
ら
ぎ

き

今
ま
で
何
回
か
、
清
酒
の
利
き
酒
競
技
に
行
っ
た
が
、
当
た
っ

た
こ
と
が
な
い
。
大
抵
は
５
種
類
10
本
並
び
、
同
じ
種
類
・
銘
柄

を
選
ぶ
が
、
風
味
を
味
わ
っ
た
あ
と
吐
き
捨
て
る
の
が
勿
体
な
く
、

ご
く
り
と
飲
み
干
し
て
し
ま
う
。
猪
口
で
も
10
杯
も
試
飲
す
る
と
、

上
機
嫌
に
な
っ
て
、
ゲ
ー
ム
ど
こ
ろ
で
は
無
く
な
っ
て
し
ま
う
。

嵐
電
日
本
酒
ほ
ろ
よ
い
電
車
旅
（
１
月
31
日
、
２
月
４
日
）

ら
ん
で
ん

Ｊ
Ｔ
Ｂ
京
都
支
店
の
企
画
旅
行
で
、
嵐
電
嵐
山
駅
構
内
の
立
ち

飲
み
屋
「
京
の
酒
カ
フ
ェ
十
三
八
」
（
寺
町
二
条
下
ル
の
酒
屋
・

と

み

や

富
屋
商
店
の
直
営
店
）
の
ス
タ
ッ
フ
が
案
内
す
る
。

と

み

や嵐
電
の
貸
切
電
車
で
四
条
大
宮
駅
を
発
車
後
、
車
内
で
利
き
酒

が
始
ま
る
。
５
種
類
の
日
本
酒
を
飲
み
比
べ
て
、
最
初
の
一
杯
を

探
す
ゲ
ー
ム
。
ア
テ
は
大
根
の
お
で
ん
。
他
に
お
つ
ま
み
セ
ッ
ト

が
出
た
り
、
地
ビ
ー
ル
も
用
意
さ
れ
る
ら
し
い
。

嵐
山
駅
ま
で
24
分
。
到
着
後
、
電
車
は
駅
に
約
１
時
間
留
置
さ

れ
て
現
地
解
散
。
午
前
11
時
発
と
午
後
２
時
20
分
発
の
２
回
行
わ

れ
て
、
料
金
は
６
９
８
０
円
。
５
日
前
ま
で
に
予
約
必
要
。

１
回
の
定
員
が
30
人
な
の
で
、
電
車
１
両
の
貸
切
運
転
と
思
わ

れ
る
。
「
揺
ら
れ
て
、
呑
ん
で
、
嵐
山
」
と
い
う
こ
の
企
画
、
ほ

ろ
酔
い
程
度
で
、
仰
山
の
お
酒
は
出
て
来
な
い
（
車
内
に
ト
イ
レ

も
な
い
か
ら
ね
ぇ
）
。
だ
い
ぶ
高
い
け
ど
面
白
そ
う
で
、
行
っ
て

み
た
い
な
ぁ
。
今
年
も
２
月
４
日
は
休
め
へ
ん
な
ぁ
。
（
山
川
）

みんなの力で高齢者事業団運動を高めよう ！ ( ６ )

京
都
の
催
事
案
内

有
料
行
事
を
含
む
、
イ
ベ
ン
ト
予
定
を

拾
っ
て
み
ま
し
た
。
主
催
者
の
都
合
や

天
候
等
で
、
中
止
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。



久
世
健
康
友
の
会
の
「
バ
ス
レ
ク
」
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

行
先
は
滋
賀
県
甲
賀
の
忍
術
村
と
信
楽
陶
苑
た
ぬ
き
村
で
す
。
参

加
者
40
人
が
バ
ス
に
乗
り
込
み
、
雨
模
様
で
心
配
し
な
が
ら
も
、

和
気
あ
い
あ
い
に
賑
や
か
に
し
ゃ
べ
り
あ
っ
て
い
ま
し
た
。

甲
賀
の
里
忍
術
村
は
、
鈴
鹿
山
麓
の
原
生
林
に
か
こ
ま
れ
た
隠

れ
里
の
雰
囲
気
が
あ
り
ま
し
た
。
広
大
な
敷
地
に
志
能
備
神
社
・

忍
術
博
物
館
・
か
ら
く
り
屋
敷
・
手
裏
剣
道
場
と
い
っ
た
施
設
が

点
在
し
て
お
り
、
到
着
す
る
と
、
忍
者
に
ふ
ん
し
た
み
な
さ
ん
が

出
迎
え
、
建
物
の
中
を
中
心
に
案
内
・
説
明
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

最
初
に
入
っ
た
「
か
ら
く
り
屋
敷
」
で
は
、
一
見
何
の
変
哲
も

な
い
旧
家
に
見
え
る
が
、
敵
が
踏
み
込
ん
で
き
た
と
き
の
た
め
に
、

思
い
が
け
な
い
と
こ
ろ
に
武
器
が
隠
し
て
あ
っ
た
り
、
秘
密
の
抜

け
道
や
つ
り
階
段
、
隠
し
戸
な
ど
が
あ
り
、
甲
賀
忍
者
の
子
孫
で

あ
る
「
藤
林
家
」
の
旧
家
屋
で
す
と
説
明

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
「
甲
賀
忍
術
博
物
館
」

で
は
、
忍
者
が
使
用
し
て
い
た
様
々
な
武

器
や
道
具
を
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

信
楽
焼
の
「
た
ぬ
き
村
」
が
昼
食
会
場
。

40
人
が
一
同
に
テ
ー
ブ
ル
を
挟
ん
で
入
れ

る
広
い
会
場
で
、
近
江
牛
陶
板
焼
き
、
刺

身
、
天
ぷ
ら
な
ど
盛
り
沢
山
の
料

理
に
満
足
し
、
つ
い
ア
ル
コ
ー
ル

も
進
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

食
後
は
、
信
楽
焼
の
街
と
「
陶

芸
の
森
」
な
ど
で
散
策
し
、
く
つ

ろ
ぐ
予
定
で
し
た
が
空
模
様
が
怪

し
く
、
「
た
ぬ
き
」
な
ど
の
陶
器

が
展
示
販
売
さ
れ
て
い
る
店
内
で
、

そ
れ
ぞ
れ
手
ご
ろ
な
大
き
さ
の
も

の
や
土
産
物
な
ど
を
買
い
求
め
、
お
買
い
物
を
し
た
後
、
全
員
で

集
合
写
真
を
撮
っ
て
バ
ス
に
乗
り
込
み
ま
し
た
。

行
程
に
時
間
の
ゆ
と
り
が
で
き
た
の
で
、
急
遽
「
道
の
駅
あ
い

の
土
山
」
へ
立
ち
寄
る
こ
と
に
。
国
道
１
号
線
沿
い
に
あ
る
こ
の

道
の
駅
は
、
建
築
家
・
隈
研
吾
さ
ん
が
設
計
を
手
が
け
た
建
物
で
、

く
ま
け
ん
ご

木
と
土
の
温
も
り
を
感
じ
る
外
観
が
印
象
的
で
、
近
づ
い
て
み
る

と
深
い
軒
の
出
や
、
格
子
や
柔
ら
か
い
陰
影
が
き
れ
い
で
し
た
。

そ
れ
と
「
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
盛
り
放
題
」
。
レ

ジ
で
カ
ッ
プ
を
受
け
取
っ
て
、
自
分
で
好
き
な

だ
け
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
盛
る
と
い
う
ユ
ニ
ー

ク
な
体
験
で
、
甘
さ
控
え
め
の
「
土
山
茶
ソ
フ

ト
」
は
香
り
が
豊
か
で
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

帰
路
は
団
体
バ
ス
ツ
ア
ー
で
付
き
物
の
ビ
ン

ゴ
大
会
で
締
め
く
く
り
、
楽
し
く
過
ご
し
た
バ

ス
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

高齢者・ 障害者が安心できる社会保障制度の実現を！( ７ )

甲
賀
の
忍
者
村
と
信
楽
へ
の
バ
ス
レ
ク

建
交
労
京
都
支
部
Ｏ
Ｂ

中
村

崇
さ
ん

忍者屋敷

道の駅あいの土山

たぬき村での記念撮影



午
年
の
組
合
員
さ
ん
は
少
な
く
、
昨
年
の

巳
年
の
半
分
ぐ
ら
い
の
方
に
、
年
頭
所
感

の
原
稿
依
頼
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

も
う
普
段
に
原
稿
用
紙
に
向
か
っ
た
こ
と

が
な
い
方
が
多
い
中
、
年
末
年
始
の
忙
し

い
折
に
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

狂
気
の
老
人
・
ト
ラ
ン
プ
の
火
遊
び

今
年
は
正
月
早
々
、
世
界
を
震
撼
さ
せ
る

ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
交
う
。
▼
米
国
の
ベ
ネ

ズ
エ
ラ
攻
撃
と
大
統
領
拘
束
。
昨
年
は
イ

ラ
ン
爆
撃
を
し
た
ば
か
り
。
ナ
ル
シ
シ
ス

ト
な
国
家
指
導
者
が
圧
倒
的
な
軍
事
力
を

盾
に
不
埒
な
悪
行
三
昧
。
▼
「
ア
メ
リ
カ

が
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
国
家
運
営
に
責
任
を
持

つ
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
い
か
な
る

根
拠
で
言
い
切
る
の
か
。
も
は
や
19
世
紀

的
な
発
想
に
立
っ
て
い
る
。
▼
ま
た
コ
ロ

ン
ビ
ア
も
攻
撃
す
る
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド

を
軍
事
占
領
す
る
と
放
言
、
傍
若
無
人
な

振
る
舞
い
で
恫
喝
す
る
。
▼
「
力
こ
そ
正

義
」
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
、
内
政
、
通
商
、

安
全
保
障
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
局
面
で
狂
気

の
沙
汰
と
し
か
思
え
な
い
政
策
を
次
々
に

展
開
し
て
い
る
。
▼
昨
年
、
世
界
を
振
り

回
し
た
ト
ラ
ン
プ
関
税
は
、
戦
後
80
年
に

わ
た
っ
て
米
国
が
主
導
し
た
自
由
貿
易
体

制
を
、
自
ら
破
壊
し
た
。
▼
国
連
を
無
視

し
国
際
協
調
に
配
慮
せ
ず
、
地
球
温
暖
化

問
題
に
は
背
を
向
け
て
あ
ざ
笑
う
。
▼
Ｅ

Ｕ
中
心
に
各
国
首
脳
が
批
判
的
な
態
度
を

表
明
す
る
が
、
高
市
首
相
は
論
評
し
な
い
。

高
市
は
ん
、
ト
ラ
ン
プ
は
ノ
ー
ベ
ル
平
和

賞
に
全
然
似
合
わ
し
ま
へ
ん
え
。
（
や
）

( ８ )

まちがいさがしのこたえ


